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NCNPブレインバンクに寄託された方のご遺族へ 

この度、NCNPブレインバンクに寄託された剖検組織の一部について、他の研究機関で実施される

下記研究に対し提供を行います。本研究では、国が定めた倫理指針に基づき、対象となる方お一人ずつ

から直接同意を得るかわりに、利用目的等を含む研究の実施についての情報を公開することが必要とさ

れています。 

この研究課題に対し試料やそれに付随する診療情報等を利用することにより、ご遺族の方に新たな

負担や制限が加わることは一切ございませんが、利用・提供して欲しくない場合は、問い合わせ窓口まで

ご連絡ください。なお、利用・提供して欲しくないことを申し出られても、なんら不利益を受けることはござい

ません。 

１．対象となる方 

  2009年4月より2024年9月までの間に、国立精神・神経医療研究センター病院で病理解剖され、

剖検検体の保管および研究使用に関して同意された方のうち、病理学的解析により顕著な精神・神経疾

患なしと診断された方。 

２．試料情報の提供を行う者の機関名・所属・氏名 

機関名：国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター 

所属・氏名： 病院臨床検査部・高尾昌樹 

３．試料情報を提供を行う研究課題名と研究代表者又は研究責任者 

研究課題名：『ペルオキシソーム病・ライソゾーム病で蓄積する異常脂質の構造と代謝に関する解析』 

研究期間：研究開始日～2030年3月31日まで 

研究代表者(研究責任者)：帝京大学薬学部  横山和明 

(共同研究機関) 

  国立精神・神経医療研究センター病院臨床検査部 研究責任者 高尾昌樹 

新潟大学脳研究所 研究責任者 柿田明美 

岐阜大学高等研究院 研究責任者 下澤伸行 

４．利用又は提供する試料・情報等と取得方法について 

試料：剖検脳組織 

 (取得方法)剖検時にご遺族の同意のもとに取得 

情報：付随する情報（年齢、性別、死後時間、診断名、病理解析結果など） 

   (取得方法) 診療録から入手 

５．試料・情報の利用目的及び利用方法 
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ペルオキシソーム病あるいはライソゾーム病は、、ペルオキシソームあるいはライソゾームの機能不全または

形成不全により種々 の代謝異常が起こる遺伝性の病気で、重篤になると神経系の症状を生じます。異常脂

質が蓄積することが知られていますが、病態進展との因果関係はわかっていません。本研究では、質量

分析装置を用いて脂質を解析することにより、異常脂質の分子種を同定し、その生合成経路と分解経路

について詳細に解析します。国立精神・神経医療研究センター（NCNP）、新潟大学、岐阜大学から

提供された脳を用いて、帝京大学で解析が行われます。 

                                       

６．利用又は提供を開始する予定日 

研究開始日を予定しています。     

 

７．問い合わせ窓口 

この研究課題の詳細についてお知りになりたい方は、下記問い合わせ担当者までお問い合わせくださ

い。 

国立研究開発法人国立精神・神経医療研究センター NCNPブレインバンク 

  氏名 髙尾昌樹 

電話番号 042-341-2711（代表） 

 

 

 

 

 

 

  

 


